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令和４年１０月２６日

深田小学校便り ２３号

若者を友人とする老人はよく笑う。老人を友とする若者はよく考える。

むのたけじ（ジャーナリスト）

本校の起業体験学習では，地域の皆様に大変お世話になります。皆様の知恵

を授かりながら，子供たちは「生きる力」を育んでいます。

体育委員会主催スポーツタイム １０／１８

全校児童と先生方で，深田っ子タイムに実施しました。

ドッジボール・４～６年の体育委員会が鬼の鬼ごっこ・

１年生が鬼の鬼ごっこです。子供たちは大喜びでした。

体育委員の皆さん，お世話になりました。

職員による読み聞かせ １０／１９

１年 モグラのモーとグーとラーコ 東 誠志

２年 半日村 竹部 浩史 先生

３年 かたくてしろいハ 田中 裕子 先生

４年 てぶくろ 和泉 祥江 先生

５年 ネッドくん エパミナンダス 石原 謙 先生

６年 Ｐｈｏｔｏ Ｂｏｏｋ 赤ちゃんが生まれる 中本 美智子先生

岩井クリニックの岩井顯先生から本をいただきました

「子どもが心配：養老孟司」「素読のすすめ：安達忠夫」「素読をすれば，

国語力が上がる！：松田雄一」の三冊です。よい学びになりました。ありがと

うございました。保護者・地域の皆様で読んでみたいと思われたら，学校まで

お知らせください。せっかくですので，養老氏の本の一節を紹介します。

『人が一番幸せを感じるのは，人の役に立つことなんだ』

『親は「安心安全の土台」と「伴走者」になることが求められる』；宮口幸治

『どんな家庭に生まれようとも，さらに言えば子どもであれ大人であれ，結局

は「相手には相手の事情がある」と慮れる力が，自分自身を幸せにするのだ』

『成熟した大人とは，共感する力のある人』：高橋孝雄

『他者に共感し，他者の幸せのために尽くすことが，

自分の幸せにつながる』「人倫の形而上学」から：カント

『人生の意義は自分の中にはない。自分の外側にしか自分を実現する場はな

い）』V・E・フランクル（アウシュビッツ強制収容所からの生還者・精神科医）


